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1. はじめに 
1) フレームワーク概要 

川崎重工業（以下、当社）は、2021 年 7 月のサステナビリティボンドの発行を皮切りに、環
境・社会の持続可能性に貢献する資金調達（サステナブルファイナンス）を実施してきました。 
2021 年にサステナビリティボンド・フレームワーク、2022 年にサステナビリティ・リンク・ローン・フレー
ムワークを策定しましたが、今般、グループビジョン 2030「つぎの社会へ、信頼のこたえを～
Trustworthy Solutions for the Future～」の実現に向けたサステナビリティ経営の取り組み
を更に加速させるとともに、ステークホルダーとのエンゲージメント強化に努め、SDGs達成に向けた
貢献と持続可能な社会の実現を目指すため、本フレームワークに改訂しました。 
川崎重工グループ（以下、当社グループ）は、今後注力するフィールドを「安全安心リモート社
会」、「近未来モビリティ」、「エネルギー・環境ソリューション」の3 つに定めており、陸・海・空の幅広
い事業分野で培った高い技術力を通じて、社会課題へのソリューションを提供することを目指して
います。 
グループビジョン 2030 実現に向けて本フレームワークに規定した、グリーン/ソーシャル/サステナビ
リティ/トランジション/ブルー/トランジション・リンク/サステナビリティ・リンクの各種ボンド/ローン等のフ
ァイナンスを活用し、先般設定した長期借入金に占めるサステナブルファイナンスの割合を 2030
年までに 50%、2050 年までに 100%にする目標の達成を実現し、更なる資金調達基盤の拡
充を図っていきます。 
 

2) 参照する原則等 
本フレームワークは、以下の原則等に則って策定しています。 
・ グリーンボンド原則 2021（ICMA︓International Capital Market Association） 
・ グリーンローン原則 2023（LMA︓Loan Market Association 等） 
・ ソーシャルボンド原則 2023（ICMA） 
・ ソーシャルローン原則 2023（LMA 等） 
・ ソーシャルボンドガイドライン 2021 年版（金融庁） 
・ サステナビリティボンドガイドライン 2021（ICMA） 
・ サステナビリティ・リンク・ボンド原則 2023（ICMA） 
・ サステナビリティ・リンク・ローン原則 2023（LMA 等） 
・ グリーンボンドおよびサステナビリティ・リンク・ボンドガイドライン 2022 年版（環境省） 
・ グリーンローンおよびサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン 2022 年版（環境省） 
・ クライメート・トランジション・ファイナンス・ハンドブック 2023（ICMA） 
・ クライメート・トランジション・ファイナンスに関する基本指針（金融庁・経済産業省・環境省） 
・ A Practitionerʼs Guide for Bonds to Finance the Sustainable Blue Economy 

（ ICMA / IFC ︓ International Finance Corporation / UNEP FI ︓ United Nations 
Environment Programme Finance Initiative / UNGC︓United Nations Global Compact 
/ ADB︓Asian Development Bank） 

・ Guidelines for Blue Finance（IFC） 
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3) 当社概要 
当社は、創業者･川崎正蔵が「そのわざを通じて国家社会に奉仕する」という理念の下、1878
年に川崎築地造船所を創設したのを始まりに、120 年以上にわたり、陸・海・空の幅広い事業
分野で、ものづくりを通じて培った高い技術力で社会の発展に貢献してきました。2023 年現在、
当社は国内外 154 社におよぶ関連企業とともに当社グループを形成しています。 
当社グループは、航空宇宙システム事業、エネルギーソリューション&マリン事業、精密機械・ロボ
ット事業、車両事業、パワースポーツ＆エンジン事業という多彩な領域で高度な技術力を発揮す
るとともに、領域を超えたシナジーの追求により、新たな価値を創造し、地球環境との調和を図り
ながら、より豊かで美しい未来社会の実現を目指します。 

 
2. 経営理念 

1) 川崎重工グループのミッション  
当社グループは、創業の理念を受け継ぎながら、2007 年には、21 世紀において果たすべき社
会に対する役割をグループミッション「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する
“Global Kawasaki”」として制定しました。世界を取り巻く社会課題に対し、多様で高度な技
術力を駆使して課題解決に貢献することにより、新たな価値を創造し続けています。 

 
2) サステナビリティに関する基本方針 

本方針は、グループミッションの達成に向けて、
将来にわたり世界が直面する様々な社会・環
境課題に対して革新的な解決策をつくり出す
ことにより、持続可能な社会と当社グループの
継続的な企業価値向上をともに実現するため
の経営の長期的なあり方を示すものです。 

① 社会課題への挑戦 
② 責任ある企業行動 
③ 経営基盤の強化 

 
3) グループビジョン 2030 

2020 年、当社グループは現在において最適な形でミッションを果たすべく、2030 年に目指す将
来像としてグループビジョン 2030「つぎの社会へ、信頼のこたえを～Trustworthy Solutions 
for the Future～」を制定しました。グループビジョン 2030 は、刻々と変わる社会に革新的な
ソリューションをタイムリーに提供し、希望ある未来をつくっていくこと、また様々な枠を超えてスピー
ディに行動・挑戦することで、自らの可能性を拡げ成長していくという意思を表現したものです。 
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グループビジョン 2030 を実現するため、次世代の社会課題を見据え、次の時代に向けて今後
注力するフィールドを「安全安心リモート社会」、「近未来モビリティ」、「エネルギー・環境ソリューシ
ョン」の３つに定めています。 

 
 
「安全安心リモート社会」では、ロボット、遠隔操作を用いた実作業などで、従来の働き方・暮らし
方の抜本的な変革を提案します。 
（hinotoriTM サージカルロボットシステム）   （遠隔地からのロボット操作） 

 
「近未来モビリティ」では、無人で物資を運ぶヘリコプターや四輪車、ロボット技術を組み合わせ、
新しい輸送や移動を提供します。 
（無人 VTOL 機と配送ロボット）      （配送ロボットを積み込んだ無人 VTOL 機） 
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「エネルギー・環境ソリューション」では、世界に先駆けてサプライチェーン全般（「つくる」「はこぶ」
「ためる」「つかう」）に必要な技術を確保することで、利用時に二酸化炭素を排出しない究極の
クリーンエネルギー「水素」を活用した社会を実現します。 
（大型液化水素運搬船）   （液化水素貯蔵タンク） 

※ 将来的には水素焚きエンジンを搭載予定 

 
また、既存事業では市場ニーズを捉えた製品・サービス開発で収益力を高めつつ成長を目指し、
2030 年に向けて事業ポートフォリオ改革を進めます。これにより、現在注力している水素関連事
業ならびに電動化・グリーン電力網への対応などのカーボンニュートラル関連事業が大きく拡大す
る見込みです。さらにモノ売りからコト売りへのシフト、オープンイノベーションを活用した新規事業の
創出を加速させます。 
社会課題のより本質的な解決を実現し、ステークホルダーの皆様から高く評価される企業を目指
していきます。 

 
（注力フィールドと目指す姿） 
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4) 川崎重工グループの重要課題（マテリアリティ） 
当社では、多様化するステークホルダーからの期待・要望と事業環境の変化を踏まえ、当社グル
ープの企業活動が社会に与える影響を認識・整理し、2018 年に重要課題（マテリアリティ）を
特定しました。さらに、2020 年 11 月に「グループビジョン 2030」を発表したことを受け、重要課
題の見直しを行いました。2018 年と同様、重要課題は「事業を通じて創出する社会・環境価
値」と「事業活動を支える基盤」に 2 大別し、本業を通じた取り組みを「当社グループが長期で達
成すべき最重要課題」と定義し、それ以外の課題を、最重要課題の達成に向けた「基盤項目」
と位置付けています。今後も、事業環境や社会からの期待の変化に即し、定期的にマテリアリティ
の見直しを行っていきます。 
（SDGs 貢献への考え方と取り組みは https://www.khi.co.jp/sustainability/materiality/sdgs.html をご参照） 

 

 
 

5) サステナビリティ推進体制 
当社グループでは、取締役会をグループ全
体のサステナビリティ基本方針と基本計画を
審議・決定する最高意思決定機関と位置
付けています。サステナビリティ委員会は取
締役会の監督のもと、取締役会で定めた基
本計画に基づき各種施策を決定し、その進
捗状況を取締役会に報告しています。 
委員会は、原則として年 2 回以上開催す
ることとしています。 

  

https://www.khi.co.jp/sustainability/materiality/sdgs.html
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3. 移行戦略と目標 
3.1 クライメート・トランジション戦略とガバナンス 

1) カーボンニュートラル戦略 

 
Scope1,2 については、水素発電を軸とした自主的な取り組みにより、2030 年国内において、
カーボンニュートラルを実現します。Scope3 については、「水素化」「電動化」「グリーン電力網」
「代替燃料」「CCUS」をキーワードに製品・サービスの脱炭素化を進め、2040 年には、「Zero-
Carbon Ready」、すなわち当社の脱炭素ソリューションをお客様に選択していただける状態にす
ることを目指します。 
お取引先、お客様と共に脱炭素ソリューションの輪を広げ、カーボンニュートラルの早期実現に貢
献していきます。 
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Scope1,2 

 

/水素発電を軸に、2030年までに国内でカーボンニュートラルを実現 
Scope1,2 について、まずは、当社グループ全体の CO2 排出量年間約 40 万トンの 3/4 を占
める国内において、下図で示すように自社製の水素発電を軸に、廃棄物発電、再生可能エネル
ギーなども組み合わせることで自社においてゼロエミッション工場を実現します。これらの取り組みに
より、国内グループにおいて 2030 年までに CO2 排出をゼロとする自立的なカーボンニュートラル
を実現する計画です。海外においても CO2 排出量の削減を進めていきます。 
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Scope3 
/社会に先駆けて推進し、Zero-Carbon Ready へ 
Scope3 の Net Zero は、お取引先やお客様などバリューチェーンに関わる皆様がすべて Zero-
Carbon Ready になることで、初めて達成できます。当社は Scope3 について実施可能な対策
を最大限行い、2040 年に Zero-Carbon 
Ready を実現します。具体的には、カテゴリー
①は材料や部品の調達先における CO2 排出
を 80％削減、カテゴリー⑪においては全事業に
おいて CO2FREE なソリューションを標準ライン
アップします。さらに、水素社会の実現と CCUS
事業などを通じて、当社 Scope3 の排出量を
上回る CO2 削減を進め、世の中のカーボンニ
ュートラルの早期実現に貢献していきます。 
 

 
 

 

各業界における取り組みを水素&CCUS ソリューションでサポート、削減をさらに加速 
各業界・企業の皆様が、再生エネルギーの活用やエネル
ギー利用の効率化をはじめ、さまざまな施策で CO2 排
出削減に取り組むことが想定されています。当社では材
料や部品の調達先であるお取引先と排出情報の共有
等の連携を深めるとともに、水素電力や水素燃料、その
他の代替燃料、さらに CCUS などのソリューションを当社
グループで活用するのみならず、お取引先へも提供するこ
となどを通じて、CO2 削減をサポート、排出ゼロをより早
期に実現していきます。 



 

 Sustainable Finance Master Framework  11 
 

 

すべてのお客様に CO2FREEなソリューション提供 
「水素化」「電動化」「グリーン電力網」「代替燃
料」「CCUS」をキーワードに製品・サービスの脱
炭素化に取り組んでいきます。 
2030 年に向けた短期的な取り組みとしては、
脱炭素社会へのトランジションとして、環境配慮
製品認定制度「Kawasaki エコロジカル・フロン
ティアズ制度」などを通じ、従来製品の省エネ・
高効率化を継続するとともに、モーターサイクル
などのハイブリッド化・電動化を推進します。ま
た、水素エネルギーの商用化に向けた開発を進め、ガスタービン、ガスエンジンなどの水素利用を
拡大します。さらに、CO2 の回収・利用に向け、Kawasaki CO2 Capture や DAC の事業化
を推進します。 
2040 年に向けた中長期的な取り組みとしては、大きく 3 つの取り組みを進めていきます。1 つ目
は水素事業を中心に当社グループから CO2 フリー燃料および電力を社会に提供していきます。2
つ目は各種モビリティやロボットなど、お客様が当社ソリューションをご利用されるときに電動化や
CO2 フリー燃料を選択肢としてご用意。3 つ目は CO2 循環社会の実現に向け、CO2 回収に
加え、合成燃料や化成品の製造など、CO2 の有効利用も推進します。 
この 3 つを柱とし、2040 年までにお客様がカーボンニュートラルに資する製品・サービスを選べるよ
うに選択肢を準備（防衛関係・非常時用製品を除く）し、世の中の CO2 削減を促進します。 
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2) 水素社会の早期実現 
 2023 年 6 月、日本政府は水素基本戦略を改定しました。新たに 2040 年に 1,200 万トン
の水素を導入する目標を掲げ、2030 年 300 万トン、2050 年 2,000 万トンの従来目標に予
見性を高めるマイルストーンを置きました。安価かつ大量の水素供給のためには、海外からのクリ
ーン水素の導入が必要です。 

 

 
仮に内航船規模の小型運搬船を用いる規模では、水素のコストは約 170 円/Nm3 になると試
算されています。これは LNG に比べておよそ 10 倍程度高く、このままでは水素の普及は困難で
す。2030 年に向けて、全体の規模を大型化することで、水素の製造から輸送までの各ステップ
でのコストを下げて、約 30 円/Nm3 までに引き下げます。 
（コスト試算は https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/suiso_nenryo/pdf/025_01_00.pdf をご参照） 

 







https://www.khi.co.jp/sustainability/materiality/task.html



















